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5. 粒子法を使って、大規模 3 次元計算を行うためには膨大な計算時間を要するが、この問題を現状下で解決するも
のとして、分散記憶型並列計算機を設計している。これを粒子法に適したものにするため、計算過程、データ構
造等を詳細に検討し、実際の並列化プログラムが PC クラスタ上で発揮する性能とそれに関する分析を示してい
る。その計算機を使い、従来実施例がなかった十数万から百数十万自由度超の実際の計算例を示している。実施
している現象は平板上での 3 次元水柱崩壊、船舶の甲板への海水の打ち込みを想定した構造物と水柱崩壊流の衝
突、半載状態の球形タンク内の大振幅スロッシングで、今後の大規模 3 次元計算に道を開いたことになっている。
6. 以上の結果をまとめるとともに、この手法が一層発展するために必要な改良点を含め、将来の研究方向の展望を
示している。
以上のように、本論文は工学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認
める。
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